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ロック・フェスティバルの可能性
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　現在私たちは様々な音楽を手軽に聴くことができる。インターネッ
トが普及した今、誰もが iTunes などのデジタル配信システムを利用
し、自宅に居ながらにして最新の音楽を手に入れることができるよ
うになった。そのような環境にいる現代人にとって、音楽との出会
いや接し方は多種多様になっている。そんな我々は、今後どのよう
に音楽と接し、音楽文化を変化、発展させていくことができるのだ
ろうか。
　これまでも音楽は時代の移り変わりとともに様々に変化を遂げ、
新たなジャンルが生まれ続けている。今回はその中でも20世紀に生
まれ、今では地球文化において欠くことのできない要素となってい
る「ロック・ミュージック」に注目し、さらにその領域を拡張しビ
ジネスマーケットとしても確立した「ロック・フェスティバル」に
的を絞ってその可能性を考えていきたい。
　ロック・ミュージックは 1950 年代に生まれてから現在まで様々
な変化を遂げた。その最も特徴的なものが今では数十万人規模も少
なくないロック・フェスティバルという表現形式ではないだろうか。
ロック・フェスティバルというものはロック・ミュージックの歴史
を語る上でも重要なもので、「ウッドストック・フェスティバル」の
成功以後、ロックは大きな変革の時期を迎えることとなる。ウッド
ストック・フェスティバルでロック・ミュージックは50万人もの人々
を動かす力があるということが全世界に知られた。それまでロック
を毛嫌いしていた既存社会がその力に目をつけ自らのビジネスに組
み込もうとした。そうしてロックの商業化は進み、それまで若者の
文化であったロック・ミュージックは一気に大衆文化の仲間入りを
果たしたのである。こうした変革には批判的な意見もあり、「ウッド
ストック以降ロックは死んだ」と言われることもある。
　近年、日本でも実に多くのロック・フェスティバルが開催されて
いる。私自身も過去にいくつかのロック・フェスティバルに参加し
たことがあるが、そこで味わうことのできる雰囲気は自由で、あら
ゆる意味で開放的な空間であり、ロック・フェスティバル独特のも
のであった。現在私たちが音楽と様々な方法で接しているように、
ロック・フェスティバルという空間においても人々は様々な接し方
をしている。たくさんの音楽で溢れかえるフェスティバルの会場に
は、3万人の来場者がいれば 3万通りの音楽との接し方があるので
ある。そんな今日の日本のロック・フェスティバルの基盤を創りあ
げたのは1997年に産声をあげた「フジ・ロック・フェスティバル」
であった。我々は毎年、ロック・フェスティバルが開催されるのを
当たり前のように思っている。しかし、ロック・フェスティバルが
日本で定着し音楽文化として昇格していくには決して平たんではな
い道のりがあった。
　2006 年には記念すべき 10回目の開催を迎え、今年も 7月の最
終週末からの開催が決定したフジ・ロック・フェスティバル。新潟
県・苗場スキー場に隣接する大自然に囲まれた一角に、大小10以上
のステージが設置され、昼夜問わずに国内外から200組以上のアー
ティストがパフォーマンスを繰り広げる。今では安定し、来場者も
安心してこのフェスティバルに参加しているが、初回は目を覆いた
くなるような大混乱が生じ、二日目はイベント自体が中止となる散々
な幕開けだった。
　その後、この第1回目を教訓に様々な試行錯誤が繰り返されたので
ある。その結果、ロック・フェスティバルは「人気のアーティストを
一度にたくさん見ることができるお得なイベント」という枠を超え、
ロックの歴史や多様性、その時代、時代の流行を感じ取ることができ
る文化として、日本でも成長し定着することができたのである。
　成長する過程で、ロック・フェスティバルはフォーマット化され
ていった。まず、ロック・フェスティバルが開催される場所は大き
く分けて、都市開催型と、地方開催型に分けることができる。
　ステージはメインステージの他に複数設置され、それぞれのステー
ジで同時に複数のアーティストが演奏を行う。食事情も充実してお
り、世界各国の料理がそろう。その飲食店で使われる食器や箸など
には再生紙や再生木材などが使用されており、ここにも「エコ」の
波は押し寄せている。それが顕著に表れているのはゴミの分別で、
徹底したところでは７分別を実施している会場もある。
　このようにフォーマット化され、ビジネスの一つのマーケットと
して確立したロック・フェスティバル、また、そこで演奏されるロッ
ク・ミュージックは管理されているようだ。ロックはもともと反社
会的な音楽であり、その表現方法は少々荒っぽいものである。それ
らが危険であると禁止され、表現の幅が狭くなっている。
　今日、かつてのウッドストック・フェスティバルのように本来の
ロックの意味から開催されているロック・フェスティバルはないよ
うに思う。それはやはりロック・フェスティバルというものがひと
つのマーケットとして扱われ、企業が大きく関わるようになってし
まったからである。また、観客、アーティストにとってロック・フェ
スティバルは、毎年の恒例行事でしかなく、興行主にとっても単な
る恒例のビジネスでしかないのであろう。
　しかし、ウッドストック・フェスティバルに見られた「愛と平和」
の思想をもった空間は日本のロック・フェスティバルにも受け継が
れているように感じた。これは実際にロック・フェスティバルの会
場で感じたことである。
　また、ロック・フェスティバルという空間そのものが来場者に何
らかのメッセージを発信する力をもっていると考える。
　例えば、大自然の中が会場となれば来場者は自ずと自然を意識する
こととなる。普段の生活からは程遠い所にある自然と触れ合い、その
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中で、すごすことでその素晴らしさを再確認できる。主催者側もそれ
を意識し、来場者にその気持ちを強く印象づけているようだ。来場者
と主催者の両方が強く「環境」を意識し、そういった空間づくりがな
されている。ロック・フェスティバルのこういった側面は音楽文化と
いう枠を超えて現代文化でも大きな役割を担っているのだ。
　近年、日本で行われるロック・フェスティバルは、メディア機能
が定着しマーケットとしても広く認知される事で、そこにピンポイ
ントに向けたアーティスト戦略が成功している。
　1つのイベントで 100 組～ 200 組もの膨大な数のアーティスト
が出演し、期間中の一日だけにしても数十組のアーティストが出演
する。全てのステージを見るのは物理上不可能ではあるが、頑張れ
ば 10～ 12、3組は見ることが可能である。アーティストの単独ラ
イブに行くよりもチケット料金は 2～ 3倍ほど必要となるが、多く
のアーティストのライブを見たい人にとってはかなり割安なものと
なる。また、単独ライブでは進んで見に行かないようなアーティス
トでもフェスティバルならば見たいアーティストの合間に見に行こ
うと思うだろう。そこには新たな出会いが生じる。会場のあちこち
で様々なアーティストが絶えずライブをしている中で、特にお目当
てのアーティストがいなくても音楽が耳に入ってくる。そうした状
況や、漫然とステージを見ている中で「これは！」というような自
分の好みのアーティストと出会うことも少なくないはずだ。多くの
アーティストが出演するフェスティバルであるからこそ、ファンは
新たな音楽に興味を持ち、その対象を広げていくことができる。また、
その出会いに期待している。
　アーティスト側にとってもフェスティバルというのはビジネス的
に好機なのである。海外のアーティストにとって、来日しての単独
のライブでは会場の設営費や機材費などの経費もかかり、なかなか
難しい。しかしフェスティバルとなればそれらの経費を出演者の間
で分担でき、来日のハードルが下がるからだ。また、日本は米国に
続き、世界第 2位の音楽市場でありそこでの成功は海外のアーティ
ストにとっても大きなメリットとなる。その日本で行われ、さらに
は国際的な知名度も有しているフジ・ロック・フェスティバルやサ
マー・ソニックなどには、ギャラが低くても出演しようというアー
ティストも出てくる。このことからフェスティバルはアーティスト
側にとっても日本市場の足掛かりとして重要な機会であることがう
かがえる。
　さらに、まだ知名度の低い若手が出演し、そこでいい反応を得られ
れば、プロモーターも次回の単独ライブの開催につなげようと考える。
プロモーター側にとっても絶好のマーケティングの機会である。
　ファンが新たな音楽との出合いの場としてロック・フェスティバル
を選ぶことで、そこに冒頭で述べたアーティスト戦略というものが成
立する。ロック・フェスティバルがもたらした、このいかにもビジネ
ス的な関係性が日本のロック文化の裾野を広げているのである。
　今ではあたり前となり、どこのフェスティバルでもそういった進
行でスケジュールが組まれているが、フジ・ロック・フェスティバ
ルが開催されるまで複数のステージでのライブが並行して行われる
なんていうことはあり得なかったのである。　
　当然のように来場者は事前にタイムテーブルをじっくり見ながら
自分なりの満足できるプランを立て、自らその日のタイムスケジュー
ルを考えることになる。ロック・フェスティバルの楽しみ方は自分
自身で決めるのである。そこで人によってはお目当てのアーティス
トのどちらかを諦めなければならない状況に陥るかもしれない。自
分なりのタイムスケジュールを決めるということは音楽イベントに
対して受動的でしかありえなかった観客が能動的に参加するという
ことである。これはどういった意味をもつのであろうか。
　これまでの音楽イベントが受動的であったということはつまり、
一つのステージでタイムスケジュールが組まれ、そのイベント自体
のおもしろさというのは主催者側のブッキングにのみかかっていた
ということである。しかし現在では、来場者は自分自身でどのステー
ジを見るかを選択し、オリジナルのタイムスケジュールをつくる。
言ってみれば、ロック・フェスティバルを楽しむことができるかど
うかは来場者の選択によって変わってくるのである。いつものお気
に入りのアーティストを見に行くのも、大物アーティストを見に行
くのもいいだろう。しかし、新しい発見を求めてまだブレイクして
いないようなアーティストを見に行くのもフェスティバルの楽しみ
である。それはとりもなおさず、来場者＝ロック・ファンを鍛える
ことにつながる。その相互作用こそが文化であるのだと思う。
　今後ロック・フェスティバルはどのような展開を辿っていくこと
となるのだろうか。すでに夏場だけで 7月末から毎週のように開催
されており、大規模なロック・フェスティバルは、ほぼ飽和状態と言っ
てもいい。新参のロック・フェスティバルには、これまでになかっ
たような開催方式やラインアップ、開催時期も含めて、独自の色を
押し出していかないと定着していくのは難しいのではないだろうか。
今後、日本のロック・フェスティバル文化がより多層的な展開をみ
せていくためには、中・小規模でよりカテゴライズされたロック・フェ
スティバルの開催という道があるだろう。
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